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　　　　★　マメと暮らす 11
　
　　　　　冬は腎を養う季節。腎にいい食材は黒いもの。
　　　　　黒ゴマや黒キクラゲに、昆布、ワカメ、ヒジキ、海苔といった海藻類などなど。

　　　　　そしてもちろん黒豆。お正月のおせちで見つけては「補腎！補腎！！」と言って、喜んで食べてます。

　　　　　以前、暦とカラダのお話会に参加してくれてた方と、忘年会をすることに。
　　　　　その時の持ち寄りのテーマが「黒の食材」
　　　　　なかなかみんな知恵を絞って、とても思い出に残っています。皆さんなら、何持っていきます？？　（三）

　
　　　ゆらねの主な予定
　
　　　11/26（火）冬のこころとからだ＠龍馬館さん
　　　12/07（土）復習会とゆらパ
　　　12/05（木）暦とカラダのお話会＠梅小路公園緑の館
　　　12/21（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　12/23（月）酒×占night＠おさけカフェpetit*petitさん

　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　暦とカラダのお話会2020　承ってます

　　　暦（こよみ）は日（か）読み
　　　一緒に日（か）を読み解きながら
　　　季節を巡ってみませんか？
　
　　　旧暦、祭事、旬の野菜、ツボのことなど、、、
　　　開催内容や人数など応相談。どうぞお氣軽に。



　　　★　レイキとダンシャリ
　
　　　　時々冷蔵庫の棚卸しをする。

　　　　中身を全部出して分けて
　　　　庫内を拭いて戻す。

　　　　毎度びっくりする、その量に。

　　　　うちは少ないと思っていてもやはり多い。
　　　　ナイと思っていても、
　　　　1コか2コは捨てるものもある。

　　　　身体にも同じことが起きているかもしれん・・・

　　　　食べる量も減って、毎日排便があって、
　　　　毎日レイキしていても、
　　　　何かがゆっくりたまってゆく・・・

　　　　ずっと氣にかけて生活するのは大変だけれど
　　　　時々、、、せめて数ヶ月に一回は
　　　　完全リセットも必要かな。家も自分も。
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　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　　★　食物月
　
　　　　今年は特に注目が集まった
　　　　「新嘗祭（大嘗祭）」

　　　　現在通年の新嘗祭は勤労感謝の日である
　　　　11月23日ですが、昔の新嘗祭は
　　　　旧暦11月（霜月）の二の卯の日に、
　
　　　　更にさかのぼれば
　　　　冬至の日（旧暦で冬至は必ず霜月）に
　　　　執り行われていました。
　

　　　　新とは「新穀（初穂）」嘗とは「ご馳走」

　　　　今年収穫された食物を神に捧げ
　　　　そのあとみんなで共食し祝う収穫感謝の祭

　　　　霜月（しもつき）の語源のひとつにあるのが
　　　　「食物月（おしものづき）」

　　　　今年は例年以上に身近な異称に感じます。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）


